
 

 

                                 

                                 

 

思
え
ば
、
平
成
十
七
年
九
月
二
日
・
三

日
、
第
十
七
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ

ッ
ト
が
鳳
来
町(

四
谷
の
千
枚
田)

で
開

催
さ
れ
、
二
日
間
で
延
べ
千
七
十
八
人
の

棚
田
関
係
者
が
参
加
、
地
元
住
民
、
ス
タ

ッ
フ
を
含
む
と
延
べ
千
五
百
人
が
取
り

組
む
と
い
う
鳳
来
町
始
ま
っ
て
以
来
の

盛
大
な
催
し
を
成
功
さ
せ
、
翌
十
月
一
日

に
は
新
城
市(

新
城
市
、
鳳
来
町
、
作
手
村

の
三
市
町
村
が
新
設
合
併)

が
誕
生
。 

 

今
年
は
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、
新
城
市
誕
生

二
十
周
年
に
あ
た
る
。
よ
っ
て
今
回
の

「
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
」
も
二
十
周
年
記

念
行
事
と
捉
え
開
催
し
た
。 

                          

六
月
七
日(

土)

、
十
九
時
、
号
砲
を
合
図

に
開
演
。
冒
頭
に
会
長
は…

皆
ん
な
、
あ

り
が
と
う
さ
ま…

ご
苦
労
さ
ま…

。
「
千

枚
田
を
守
る
耕
作
者
は
日
々
、
獣
害
被
害
、

天
候
不
順
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
苦
労

は
並
大
抵
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
本
日
参

加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
共
々
『
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
』
認
定
の
四
谷
の
千
枚
田
の
弥

栄
を
願
い
、
本
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
心
身
と

も
に
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、
梅
雨
時
に
も
拘
わ
ら
ず
、
初

回
開
催
以
来
一
度
も
雨
降
ら
ず
で(

実
は

開
演
一
時
間
前
に
お
天
道
様
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
一
瞬
で
あ
る
が
パ
ラ
パ
ラ
と
愛

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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嬌
程
度
の
小
雨
が
あ
っ
た)

で
継
続
で
き

た
こ
と
も
、
郷
土
愛
、
皆
さ
ん
の
熱
意
の

賜
物
」
と
、
お
天
道
様
に
感
謝
と
挨
拶
。 

 

衆
議
院
議
員
今
枝
宗
一
郎
様
、
愛
知
県

新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
建
設
課
長

河
合
俊
行
様
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
常
務
河
合 

司
様
、
新
城
市
市
会
議
員
柴
田
賢
治
郎
様

(

保
存
会
員)

方
々
に
挨
拶
を
頂
い
た
。
ど

な
た
に
も
千
枚
田
を
守
る
姿
勢
と
地
域

の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た
お
言
葉
を

頂
戴
し
た
。 

会
場
で
は
保
存
会
、
地
域
住
民
、
リ
ピ

ー
タ
ー
が
一
体
と
な
り
丹
精
込
め
た
「
鳥

長
」
の
焼
肉
、
大
は
そ
り
二
鍋
の
シ
シ
汁
、

か
あ
や
ん
商
店
と
う
や
ん
の
焼
き
そ
ば
、

「
棚
田
っ
娘
」
自
慢
の
五
平
餅
も
完
売
。

何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
「
八
雲
だ

ん
ご
」
の
串
ダ
ン
ゴ
や
「
ヤ
マ
サ
ち
く
わ
」

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
、
大
好
評
で
あ

っ
た
。
Ｊ
Ａ
愛
知
東
は
二
台
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
、
役
員
・
職
員
、
ま
た
、
地

元
企
業
神
星
工
業
社
員
や
県
職
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
お
力
を
頂
い
た
。 

 

段
々
田
ん
ぼ
の
作
業
道(

景
観
道)

に

幽
玄
、
且
つ
幻
想
的
に
灯
る
千
五
百
本
の

ロ
ウ
ソ
ク
の
光
と
天
空
を
彩
る
二
十
発

の
打
ち
上
げ
花
火
、
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
参

戦
、
田
ん
ぼ
を
飛
び
か
う
ホ
タ
ル
の
演
出

に
は
、
五
百
人
を
超
す
参
加
者
の
誰
し
も

に
感
動
を
与
え
た
。 

 

午
後
九
時
、
五
連
発
の
打
ち
上
げ
花
火

を
合
図
に
高
橋
孝
行
副
会
長
は
こ
の
催

し
が
地
域
・
参
加
者
が
一
体
と
な
り
盛
大

に
行
わ
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
村
の
活
性
に

繋
が
れ
ば
幸
い
と
思
う
、
と
〆
た
。 

追
記 

棚
田
研
究
の
第
一
人
者
中
島
峰
広

先
生
の
お
孫
さ
ん
南
陽
祐
君(

関
東
農
政

局)
も
訪
問
。「
お
爺
ち
ゃ
ん
に
よ
ろ
し
く
」

と
秋
の
サ
ミ
ッ
ト
の
再
会
を
約
束
し
た
。 

環
境
保
全
活
動 

 

五
月
三
十
一
日
、
保
存
会
は
「
お
田
植

感
謝
の
夕
べ
」
を
視
野
に
会
場
お
よ
び
周

辺
の
草
刈
り
を
行
っ
た
。 

田
植
え 

 

五
月
十
五
日
、
地
元
鳳
来
寺
小
学
校
五

年
生(

六
名)

は
十
三
日
に
泥
ん
こ
に
な

り
な
が
ら
代
搔
き
を
し
た
田
ん
ぼ
の
田

植
え
を
行
っ
た
。 

 

昨
年
は
千
枚
田
の
農
家
が
収
穫
し
た

後
で
稲
刈
り
を
行
い
、
害
獣
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
や
サ
ル
に
稲
穂
を
食
べ
ら
れ
た
り
、
踏

み
倒
さ
れ
て
あ
ま
り
お
米
が
穫
れ
な
か

っ
た
。
や
は
り
、
農
家
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
の
が
大
事
だ…

等
々
を
説
き
、
苗
の
植

え
方
な
ど
を
説
明
、
田
植
え
を
行
っ
た
。 

田
の
草
取
り
＆
梅
取
り 

六
月
五
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

(

二
十
名)
は
自
ら
植
え
た
田
ん
ぼ
の
草

取
り
に
汗
を
流
し
た
。
昨
年
の
八
月
八
日

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
令
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
合
言
葉
に

主
食
で
あ
る
米
の
買
い
だ
め
が
起
因
し

た
米
騒
動
が
勃
発
。
米
価
格
の
高
騰
が
持

続(

令
和
の
米
騒
動)

、
現
在
で
も
不
安
定

な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
日
本
人
の
主
食

の
原
点
で
あ
る
米
の
大
切
さ
が
改
め
て

見
直
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
世
に
将
来

食
の
プ
ロ
を
目
指
す
皆
さ
ん(

学
生)

も

米
つ
く
り
の
大
変
さ
を
実
感
、
今
後
の
糧

と
し
て
頂
き
た
い
。
等
々
を
説
い
た
。 

学
生
た
ち
の
稲
作
体
験
に
も
現
在
の

米
へ
の
関
心
度
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
た
。 

                     

田
の
草
取
り
を
終
え
、
梅
の
収
穫
を
行

っ
た
。
今
年
は
梅
の
花
は
咲
い
た
も
の
の

天
候
が
不
順
で
梅
の
実
り
が
悪
く
、
極
端

な
不
作
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
学
生
の

先
輩
で
あ
る
村
雲
伸
一(

保
存
会)

の
好

意
で
何
と
か
収
穫
で
き
た
。
感
謝
。 

     

写真:「鳥長の皮肝」の味見を兼ねたお日待 
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